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1，目的

　日本産科婦 人科学会に お ける妊娠 中毒症病型分

類に お い て
， 脳出血 は以下の ように位置 づ け られ

て い る．

妊娠 中 　の 型 　 1985 上
i】
』

　註1．従来，妊娠中毒症特殊型 と して 分類され て

い た妊娠中毒症肺永腫，妊娠 中毒症性脳 出血，子

宮胎盤溢血 お よび妊娠 中毒症後遺症な どは本分類

に 含め な い ．

　註2．て ん かん ・脳出血 ・脳腫瘍な どの ご と き，

他疾患に よ る痙攣発作は子癇 と しない ．

　娠 　　　の 　≡　 型 z　　 1992 　）
2｝

　at　1．以下 の 疾患は必 ず しも妊娠中毒症に起因 し

て発生 する もの では な い が ， かな り深い 因果関係

が あ り ， また重篤な疾患で ある の で，注意 を喚起

す る意味で 「註」 と して 取 り上 げる こ と と した．

　肺水腫 ，脳 出血 ， 常 位胎盤 早 期剥 離お よび

HELLP 症候 群．

　 しか し，脳 出血 の 中に も妊娠中毒症か ら発症 し

た もの があ り，子癇と脳出血合併例 もある の で は

な い か と考え られるためその実態 を明らか にする

こ とを目的とした．

矼。対象

　岡山大学医学部産婦人科で経験 した膳出血 合併

妊娠 4例 を対象 とし
， そ の 発症形態に つ き検討を加

えた．

皿 ．成績

　脳 出血合併妊娠 4例の まと め を表 1に 示 した．症

例 1，3は分娩中に ，症例2は妊娠中 に，また症例4 は

産褥期に意識障害 が発生 し診断された．また2症例

で痙攣発作を認めた．症例 1
，
3，4の 3例 は，脳出血発

症前 よ り妊娠 中毒症 を合併 してお り，脳出血 診断

直前に は全例 で 高血圧 を合併 して い た．脳出血診

断は ， 全例頭部 CT 検査 に よ り行 っ た．その 内救

命で きた症例 3で は，脳血管造影 も実施 したが
， 動

脈瘤 ， 動静脈奇形な どは認め られず，著明な血管

攣縮が 観察 され た ．直ちに 脳 外 科 手術が 実 施 さ

れ ， 術後は 血管攣縮も消失 し， 順 調に 回復 した，

　以上 の結果か ら考 える と，脳 出血発 症以 前か ら

妊 娠 中 毒症 合 併 し て い る 症 例 が あ り （症 例

1，3，4） ， また 子 癇 に 脳出血 を合 併 して い る症例

（症例 2，3）が存在す る こ とが 示唆 された．

rv．考案

　著者 らは，子癇は必ず しも妊娠 中毒症重症か ら

発症する の で は な く ， 少 し前 ま で 妊娠中毒症が な

くて も短期間の 内に 急激 に妊娠 中毒症を発症する

も の に好発 し，子癇発作の 直前に は全例で 高血圧

を合 併 して い る こ とを報告 した 3）．今回 の 脳 出血

合併症例で もほ ぼ 同様な傾向が観察 された ．

　また今回 の 検討か ら
， 妊娠中毒症に よる脳 出血
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表 1．脳 出血合併妊娠4症例の まとめ

脳 出血診断前の 症状

症例 年 齢 妊娠歴 妊娠中毒症 脳 出血発症 血圧 蛋白尿 浮腫 痙攣 予　後

症例 1260 妊0産 39週 P40

週ePH

40 週3日 210ハ 204 ＋
一 な し 産褥3日死亡

症例2332 妊 2産 32週H 32週0 日 170 ／100 一 一 1回 産褥4 日死亡

症例3251 妊 1産 30 週P36

週eP

38週3日 142 ／1004 十 一 4回 脳室 ドレナージ

生存

症例4364 妊 3産 38週eh 39週 5 日 23G ／120 一 十 な し 産褥 9 日死亡

例 ， 子癇 と脳出血 の合併例は ある もの と考 え られ ，

妊娠 中毒症 病型分類 に お ける脳 出血 の 位置づ けに つ

い て は再考の 必 要が あると考 える．少な くとも，症

例 3の ように 妊 娠 中毒症 状 が観察 され た の ち ， 痙

蠻 ，脳 出血 をお こ し，十分な脳外科的検査を行 っ て

も異常 の ない もの は妊娠中毒症に含め るべ きで ある

と考える．

　妊娠 中毒症，子癇 は現在で も母体死亡 の 原 因 と

な っ て い る が
， そ れ は主 に妊娠 中毒症，子癇 に何 を

合併する か に依存 し，多臓器不全，脳出血 を合併 し

た場合 に は 特に 予後が悪 い ．子癇 に よ る 母体死 亡

は，米 国 で は Sibai‘｝ は 254 例 中 1例 （0．4％），

Prichardら5）は 245例中／例 （O．4 ％） と報告 され て

い るが ，メ キ シ コ で は 13．9％ ， ナ イジ ェ リア で は

14 ，4 ％ と報告 され て お り
fi｝ 国 に よる差が 大きい ．

Sibai，　 Prichardらの 報告には脳出血 例 は含 まれ て い

ない が ，脳 出血 を合併 して も症例 3の様 に早期 に適

切な処置が で きた症例で は救命で きるため，早期診

断が非常に重要で ある ．

　脳出血 の 早期診断に は こ れ まで に も報告 して きた

ように，頭部 CT 検査が重要で あり，妊婦に痙攣が

起 こ っ た場合 に は早急 に頭部 CT 検査 を行 い ，脳 出

血 の 有無を確 認する ．また可能 な らば 同時に頭部

MR 【検査 も併用 し ， 浮腫 ， 梗塞の有無を検査 し，状

態 に 応 じた適切な治療を行 うことが ，患者の

予後改善の 上で非常 に重 要 で あ る．
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